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１．論文タイトル：  

即席食品消費時の心性についての心理学的分析  

 

２．論文タイトル（英語）：  

A P sy chog ra phi c  S t udy  t o  t he  m ent a l i ty  i n  ea t ing  i ns ta nt  

f oods  

 

３．キーワード：  

食教育 食習慣 食行動 孤食 共食 家庭  

 

 

４．日本語論文要旨：  

近年、即席麺はその簡便性や効率の良さから、世界中の幅広い世代から支持

されている。もはや現代社会に欠かせないともいえるこの即席麺をカップ麺と

袋麺とに分けて比較すると、カップ麺の売り上げは年々増加傾向にあるのに対

して、袋麺は右肩下がりであることが分かる。カップ麺は皿洗いや調理時間を

短縮できる一方で、袋麺はカップ麺に比べ、皿洗いや調理の手間がかかってし

まうということが両者の売り上げの差を生む要因であると考えられる。また、

このことから、忙しい現代人にうってつけの食品こそカップ麺であると捉えら

れている現実が売り上げからも見てとれるのである。しかし、ここで我々は単

なる簡便性だけでなく、食生活における幸福度という独自の観点からカップ麺

と袋麺を比較することにした。まずは現代日本人の食生活の傾向について分析

したうえで、カップ麺における孤食、袋麺における共食について考察・比較・

検証する。それをもとに、意識的に袋麺を生活に取り入れていくことが、現代

日本人の食生活および心身の健康の向上、すなわち幸福度の向上に、わずかな

りとも寄与することができるという可能性を論証したい。（ 4 8 0 文字）  
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５．英語論文要旨：  

N o w a d a y s ,  i n s t a n t  n o o d l e s  a r e  s u p p o r t e d  f r o m  a  r a n g e  o f  

g e n e r a t i o n  a r o u n d  t h e  w o r l d  b e c a u s e  o f  t h e i r  c o n v e n i e n c e  a n d  

e f f i c i e n c y.  C o m p a r i n g  t h e s e  t h a t  a r e  s o  i n d i s p e n s a b l e  t o  m o d e r n  

s o c i e t y,  t h e  s a l e s  o f  c u p  n o o d l e s  h a v e  b e e n  g r a d u a l l y  i n c r e a s i n g ,  

w h i l e  t h e  s a l e s  o f  b a g  n o o d l e s  h a v e  b e e n  d e c r e a s i n g .  A l t h o u g h  

c u p  n o o d l e s  c a n  s h o r t e n  d o i n g  t h e  w a s h i n g  u p  a n d  c o o k i n g  t i m e ,  

b a g  n o o d l e s  t a k e  m o r e  t h e s e  t i m e ,  w h i c h  c a u s e s  t h e  f a c t o r  o f  t h e  

d i f f e r e n c e  i n  s a l e s  b e t w e e n  t h e  t w o .  T h u s ,  w e  c a n  a l s o  

u n d e r s t a n d  t h e  f a c t  t h a t  p e o p l e  p e r c e i v e  t h a t  a n  a p p r o p r i a t e  f o o d  

f o r  b u s y  m o d e r n  p e o p l e  i s  a  j u s t  c u p  n o o d l e .  H o w e v e r,  h e r e  w e  

d e c i d e  t o  c o m p a r e  n o t  o n l y  c o n v e n i e n c e  b u t  a l s o  c u p  a n d  b a g  

n o o d l e s  f r o m  a  u n i q u e  p o i n t  o f  h a p p i n e s s  i n  e a t i n g  h a b i t s .  F i r s t ,  

w e  c o n s i d e r,  c o m p a r e ,  a n d  v e r i f y   t h e  s o l i t a r y  e a t i n g  i n  c u p  

n o o d l e s  a n d  t h e  c o - e a t i n g  i n  b a g  n o o d l e s  a f t e r  a n a l y z i n g  t h e  

t e n d e n c y  o f  d i e t a r y  h a b i t s  o f  c o n t e m p o r a r y  J a p a n e s e  p e o p l e .  

B a s e d  o n  t h a t ,  w e  d e m o n s t r a t e  t h a t  c o n s c i o u s l y  i n c o r p o r a t i n g  

b a g  n o o d l e s  i n t o  o u r  l i v e s  c o u l d  s l i g h t l y  c o n t r i b u t e s  t o  i m p r o v e  

t h e  e a t i n g  h a b i t s  a n d  m e n t a l ,  p h y s i c a l  h e a l t h  o f  c o n t e m p o r a r y  

J a p a n e s e .  
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第 1 章 はじめに  

第 1 節 問題の所在と世界市場の概観  

まず、現在、世界中で食べられているインスタント食品を代表するのが即席

麺であることに異議はないだろう。本稿では、即席麺を題材にして、それが孤

食の増大に一役を担っていた点、ただそれだけではなく、現在でも共食の可能

性も広げている点を逆に指摘することによって、インスタント食品の持つ潜在

的な可能性を心理的側面に対するアンケートなどによって論証していきたい。  

では、まず簡単に即席麺の歴史と市場について明らかにしていきたい。即席

麺は、1 9 5 8 年に当時日清食品の創業者である安藤百福によって発明され、そ

れから約 6 0 年経った現在では、日本のみではなく世界中の人々に愛される食

品となった。現在の全世界での年間即席麺消費量は 9 7 4 . 6 億食 ( 2 0 1 6 年 )で 1 )、

図 -１によれば、1 位が中国・香港、2 位がインドネシア、3 位に日本と続き、

その後はベトナム、インド、アメリカ、韓国と続く 2 ) )。  

図 - 1 即席麺世界需要  

                                                   

1 )  「世界総需要 -世界ラーメン協会」

h t t p : / / i n s t a n t n o o d l e s . o r g / j p / n o o d l e s / m a r k e t . h t m l  

（最終確認日 2 0 1 7 年 9 月 2 1 日）  

2 ) 安藤百福『魔法のラーメン発明物語 :私の履歴書』日本経済新聞社、 2 0 0 2  年、 2 4 0

頁。  
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単位：億食  

出所 :「世界ラーメン協会ホームページ」より筆者作成。  

h t t p : / / i n s t a n t n o o d l e s . o r g / j p / n o o d l e s / m a r k e t . h t m l  

（最終確認日 2 0 1 7 年 9 月 2 1 日）  

 

図 - 2 にあるように、中国・香港は市場規模の大きさを反映して、世界最大

の即席麺市場となったが、現在の市場規模はやや一時ほどの勢いはなくなって

いる。一方、中国・香港の即席麺市場は 1 9 9 2 年から 2 0 1 0 年までの約 2 0 年

間は年率 2 0％以上の成長を遂げたものの、現在は中国・香港の消費者の健康

志向や高級品志向が高まったため、市場が滞り、生き残りを掛けたメーカー間

競争も激しくなってきているのが現状である。競争激化を背景に、中国・香港

国内の即席麺メーカーは 2 0 0 0 年から 1 0 年間で約 8 0 0 社から約 8 0 社に減少

し、その後は大手企業による寡占化が進行した。このように日本で生まれた製

品にも関わらず、今では近隣のアジア諸国を中心として世界中で愛されるよう

になったと考えている 3 )。  

図 -  2 中国 /香港・即席麺消費量  

                                                   
3 )  張岫、尹若芸「第 6 5 回 :中国即席麺市場を巡る“仁義なき戦い”」東洋証券

h t t p : / / w w w . t o y o - s e c . c o . j p / c h i n a / c o l u m n / l e t t e r / 1 4 0 8 2 9 _ 6 4 8 1 . h t m l  
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 単位：億食  

出所 :「世界ラーメン協会ホームページ」より筆者作成。  

h t t p : / / i n s t a n t n o o d l e s . o r g / j p / n o o d l e s / m a r k e t . h t m l  

（最終確認日  2 0 1 7 年 9 月 2 1 日）  

 

第 2 節 即席麺の日本市場  

前項では、世界市場の動向を観察してみたが、もともとこの市場を創出した

事業所であり、さらに国内外即席麺市場において常に一定の市場占有率を占め

る日清食品に焦点を当て、日清食品の即席麺がどのように開発され、日本国内

だけではなく、海外にも受け入れられるようになったのかを観察してみよう。  

1 9 6 6 年、即席麺の市場を開拓するために日清食品の幹部が欧米市場視察に

出かけた。「チキンラーメン」の試食を頼むも、アメリカには「どんぶり」も

「箸」もないため現地のバイヤーは困惑した。そこで日清食品は、紙コップと

フォークを用いて、バイヤーに提供し、これが容器入り即席麺の開発の契機と

なった。 4 )  

日清「カップヌードル」の誕生にあたって、日清は主に 3 つの工夫を凝らし

た。まず 1 つ目は、具材を一気に凍結させ、真空条件下で氷の結晶を水蒸気

                                                   
4 ) 「カップヌードルヒストリー」N I S S I N  F O O D  H O L D N G S  

h t t p : / / w w w . c u p n o o d l e . j p / h i s t o r y /  （最終確認日 2 0 1 7 年 9 月 2 5 日）  

http://instantnoodles.org/jp/noodles/market.html
http://www.cupnoodle.jp/history/
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に変えて取り除く「フリーズドライ製法」である。湯戻しの際に具材の食感、

うまみ、色や形を損なうことなく長期保存することができるうえ、水分量をも

抑えられるため、防腐剤や合成保存料も不要であるという、理想的な乾燥加工

技術であった。しかし、当時の日本ではフリーズドライの技術水準が低く、供

給量も十分ではなかったため、安藤は、自ら会社をつくって冷凍技術の内製化

を図り、この課題を乗り越えた。  

2 つ目は、麺をカップの中間に固定する「中間保持」構造である。これによ

り、麺がカスガイの役目を果たしカップの強度も高まり、麺の上に具をのせる

ことができるうえ、麺の下にお湯がまわって均一に麺をもどすことができるよ

うになった。  

3 つ目は、コップ型容器である。片手で持てる大きさで、座りがよく、手か

ら滑り落ちないという安藤の理想を体現したこの容器は、「包装容器」「調理器

具」「食器」と 3 つの機能を併せもつ画期的な容器となった 5 )。  

そして、1 9 7 1 年に世界初のカップ麺「カップヌードル」が誕生した。その

カップヌードルの認知度を飛躍的に高めたのは、「あさま山荘事件」のテレビ

中継で放映された機動隊員がカップヌードルを食べる姿であった。この放送に

より、カップヌードルは爆発的に売れ出し、生産が追いつかなくなるほどにな

った 6 )。  

現在の日本の市場規模は、日本即席食品工業協会調べによると 2 0 1 4 年度

（2 0 1 4 年 4 月～2 0 1 5 年 3 月）の即席麺類総生産量は 5 4 億 9 9 3 万食（前年

比 1 . 2％減）となった。このうち袋麺が 1 8 億 4 , 4 0 1 万食（前年比 7 . 3％増）、

カップ麺が 3 5 億 6 , 5 9 2 万食（同 2 . 3％増）で、生産比率は袋麺が 3 4 . 1％

                                                   
5 ) 前掲「カップヌードルヒストリー」  h t t p : / / w w w . c u p n o o d l e . j p / h i s t o r y /  （最

終確認日 2 0 1 7 年 9 月 2 5 日）  
6 )  前掲「カップヌードルヒストリー」  h t t p : / / w w w . c u p n o o d l e . j p / h i s t o r y /  （最終

確認日 2 0 1 7 年 9 月 2 5 日）  

http://www.cupnoodle.jp/history/
http://www.cupnoodle.jp/history/
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（1 3 年度 3 6 . 3％）、カップ麺が 6 5 . 9％（同 6 3 . 7％）と前年度に比べカップ

麺の生産比率が 2 . 2 ポイントアップした 7 )。  

図 - 3 にあるように、1 9 7 1 年に日清カップヌードルが発売されてから、袋麺

は急激に売り上げを落としている。また、袋麺とカップ麺の売上高における地

位の交代は 1 9 8 0 年代中葉に発生している。これは、男女雇用機会均等法の制

定によって女性の社会進出が進んだことや、核家族でもその家庭での食事の様

相が変化したことなどに起因していると考えられる。子供のおやつとしてだけ

ではなく、単身家族が増大した結果などがこれにさらに拍車をかけたと判断し

ている。  

 

図 -  3 即席麺類売上高推移  

 

出所 :社団法人日本即席食品工業協会「インスタントラーメンナビ」より筆

者加筆。h t t p : / / w w w . i n s t a n t r a m e n . o r . j p / a b o u t / i n d e x . h t m l   

（最終確認日 2 0 1 7 年 9 月 2 0 日）  

                                                   
7 )  「成長続く即席麺  1 6 年 J A S 生産量 3 . 5 %増」食品新聞社、 2 0 1 7 年 2 月 1 日

h t t p s : / / w w w . s h o k u h i n . n e t / 2 0 1 7 / 0 2 / 0 1 / t o p n e w s /成長続く即席麺 -１６年ｊａｓ

生産量３ -５％増 / 4 0 2 5  （最終確認日 2 0 1 7 年 9 月 2 1 日）  

http://www.instantramen.or.jp/about/index.html


 

明治大学 商学部 第４８回 奨学論文 

- 6 - 

 

 

第 3 節 身の回りの即席麺市場－即席麺に関するアンケート調査の

実施－  

ここまで、第 1 章の第 1 節と第 2 節を通して、即席麺をカップ麺と袋麺に

分け、その市場統計をもとに歴史を追ってきたが、ここで現在の我々の身の回

りの即席麺市場の実態を明らかにするために、即席麺に関してのアンケート調

査を実施した。どのような家族構成で、またどのようなタイミングでそれはど

のような人々によって消費されているのか、まず、そういった基本的データを

ここで確立しておきたい。  

アンケート方式はスノーボール方式で、グーグルスプレッドシートを用い、

1 3 6 人に対して 2 0 1 7 年 8 月 2 5 日から 2 0 1 7 年 9 月 1 日に展開した。以下

がその結果である。  

アンケート調査で有効な回答が得られたのは 1 3 6 名で、そのうち男性が 6 9

名で 5 0 . 7 %、女性が 6 7 名で 4 9 . 3％であった。年齢構成は 2 0 代が最も多く

6 8 名で 5 0 %を占めており、1 0 代は 2 1 名で 1 5 . 4 %、3 0 代は 1 6 名で 11 . 8 %、

4 0 代は 11 名で 8 . 1 %、5 0 代は 1 5 名で 11 %、6 0 代以上は 5 名で 3 . 7 %であ

った。職業構成は学生が最も多く 6 7 名で 4 9 . 3 %、次に多かったのが会社員

の 5 2 名で 3 8 . 2 %、主婦が 7 名で 5 . 1 %、自営業が 6 名で 4 . 4 %、フリーター

と無職がともに 1 名で 0 . 7 %、その他が 2 名で 1 . 5 %であった。世帯状況は、

家族と住んでいる人は 8 1 名で 5 9 . 6％、一人暮らしは 4 9 名で 3 6％、家族以

外の人と住んでいる人は 6 名で 4 . 4 %であった。  

 

図 - 4 調査対象者の世帯状況  
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出所 :独自のアンケート調査によるオリジナル資料。  

次に、私たちの身の回りでは、どれくらいの人々が即席麺を日常的に消費し

ているのかを調査するために、「普段即席麺を食べるかどうか」という質問を

展開した。これについて、有効な回答が得られたのは 1 3 5 名で、そのうち

1 0 8 名が「食べる」と回答し 8 0 . 0 %、2 7 名が「食べない」と回答し 2 0 . 0 %

であった。つまり、私たちの身の回りでは、 5 人中 4 人もの人が、日常的に即

席麺を消費していることになる。また、普段即席麺を「食べない」と回答した

2 7 名に対し、即席麺を食べない理由について質問すると、「特に理由はない」

が最も多く 1 2 名で 4 2 . 9 %、次に多い回答が「健康面や栄養面で不安がある

から」と回答した 9 名で 3 2 . 1 %であった。このことから分かるように、即席

麺を普段食べない人は、あえて食べない人よりも、普段家族と食卓を囲んだり、

外食をしたり、家で自炊をしたりしているために、単純に即席麺を食べる機会

がないだけの人の方が多いことが分かる。しかし、即席麺を普段食べない理由

として、健康面や栄養面で不安を抱えている人が約 3 人に 1 人いることも明

らかになった。  

 

図 - 5 普段即席麺を食べるかどうか  
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出所 :独自のアンケート調査によるオリジナル資料。  

次に、日本人が即席麺を食べるときの状況についての詳細を明らかにするた

めに、「カップ麺と袋麺では、どちらを食べる機会が多いか」という質問を展

開した。この質問に対し有効な回答が得られたのは 1 0 8 名であった。「カッ

プ麺」と回答したのは 7 7 名で 7 1 . 3 %、「袋麺」と回答したのは 3 1 名で

2 8 . 7 %であった。私たちの身の回りの人々は、7 割以上もの人が、袋麺よりも

カップ麺をよく食べるようである。第 1 章において、日本の即席麺市場では、

売上から見た場合に、カップ麺が袋麺よりも優勢である点について指摘したが、

この質問によって、身の回りの人々が、売上から切り離した心因的な部分でも、

袋麺よりもカップ麺をよく食べると実感しているということが明らかになった。  

 

図 - 6  カップ麺と袋麺を食べる頻度比較  

 

出所 :独自のアンケート調査によるオリジナル資料。  
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次に、即席麺をカップ麺と袋麺に分けた場合に、それぞれどのような状況で

消費されているのかを調査するために、カップ麺と袋麺のそれぞれについて、

「一人で」「友達と」「家族と」「その他」から、最も当てはまるものを選択

してもらった。この質問の選択肢において、「一人で」は孤食、「友達と」・

「家族と」・「その他」の 3 つを合わせた数字が共食である。「その他」と

回答した人は、「一人で」を選択していない時点で孤食ではないので、共食に

含めることとする。以下、回答結果を解説する。  

この質問において有効な回答が得られたのは、どちらも 1 3 5 名であった。

カップ麺に関しては、「一人で」が最も多く、8 6 . 7 %、「友達と」が 8 . 9 %、

「家族と」が 1 . 5 %、「その他」が 3 . 0 %であった。すなわち、カップ麺を孤

食する人がほとんどで、共食である「友達と」「家族と」「その他」を合わせ

ても 1 3 . 3 %に満たないという結果になった。このことから、カップ麺は誰か

と一緒にではなく、一人で食べる、つまり孤食をする人が大半であるというこ

とが明らかになった。  

一方、袋麺に関しては、「家族で」が最も多く 4 6 . 7 %であった。次に多い

のが「一人で」で 4 5 . 9 %であった。「友達と」と「その他」はともに 3 . 7 %

であった。つまり袋麺を孤食する人の割合は 4 5 . 9 % で共食する人の割合

5 4 . 1 %を大きく下回る結果となった。共食する人の中でも、友達やその他の

人と袋麺を食べる人の割合は 7 . 4 %にすぎず、袋麺を共食する人のほとんどが、

家族と食べていることが明らかになった。  
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図 - 7 カップ麺を食べるときの状況  図 - 8 袋麺を食べるときの状況  

 

 

出所 :独自のアンケート調査によるオリジナル資料。  

ここで着目すべき点は、袋麺を誰かと一緒に食べる、つまり「共食」する割

合は 5 4 . 1 %と半数を超えているのに対し、カップ麺で「共食」する割合は

1 3 . 3 %にとどまったことである。調理の手間がかかってしまう袋麺に対し、

カップ麺は調理が簡単で、洗い物も出ず、孤食向けの食品である。一方、袋麺

は調理の手間を要するが、一度に複数人数分を調理しやすいため、家族等との

共食をする商品属性を色濃く持つものであると考察する。  

以上のアンケートによって、我々が題材としている即席麺の基本的データの

他に、その属性として、カップ麺は孤食をするものであること、そして袋麺は

共食をする商品属性を色濃く持つものであることが明らかとなった。そこで第

2 章では、即席麺が日本家庭の食生活に与える影響を明らかにするために、カ

ップ麺と関連のある孤食、袋麺と関連のある共食のそれぞれについて、いくつ

かの統計を用いて論じていきたい。  

 

第 2 章 日本家庭の食生活  －孤食・共食の視点－  

第 1 章でも述べたように、我々のアンケート結果に基づく推察では、孤食

とカップ麺、共食と袋麺には関係性があると述べた。そこでこの章では、現代

社会が実際に直面している孤食の増加や共食する機会の減少について検証した

い。  
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第 1 節 孤食の現状  

はじめに、現代の日本社会における孤食の現状を明らかにするために、いっ

たいどのくらいの人々が孤食をしているのかということについて、N H K が

2 0 1 6 年に行った調査 8 )をもとに、「1 日全食孤食をする頻度」というものさ

しを基本として分析していく。分析に先立ち、調査対象者の家族形態を図 - 9

に示した。全体の結果を見ると、家族と住んでいる人は 8 8 %、一人暮らしの

人は 1 0 %であった。  

図 - 9 調査対象者の家族形態 

 

出所 :村田ひろ子、政木みき  

「家族と食の関係は変わるのか :食生活に関する世論調査から②」  

『放送研究と調査』 2 0 1 6 年 1 1 月  より筆者作成。  

 

次に、現代日本人がどのくらい孤食をしているのかを明らかにするために、

1 日全ての食事を孤食する頻度についての調査を見ていこう。図 - 1 0 に見られ

るように、「ほとんどない」という人が 6 6 %を占め、最も多くなっている。

一方、全ての食事を「毎日」1 人でとっているという人は 9 %、「週に 1 ~ 2 日」

から「毎日」までを合わせた「週に 1 日以上」は合わせて 3 4 %となっていて、

これは約 3 人に 1 人もの人が、週に 1 日以上は全食孤食であるという、現代

日本人の孤食の頻度の多さが見て取れる。  

                                                   

8 )  村田ひろ子、政木みき「家族と食の関係は変わるのか:食生活に関する世論調査から

②」『放送研究と調査』 2 0 1 6 年 1 1 月 

88% 10% 1%

家族と住んでいる

一人で住んでいる

家族以外の人と同居している
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図 - 1 0 1 日全食孤食の頻度  

 

出所 :村田、政木、前掲「家族と食の関係は変わるのか :食生活に関する世論

調査から②」  より筆者作成。  

 

次に、孤食の頻度についてさらに詳しく分析するために、前述の 1 日全食

孤食の頻度を、細かい層に分けて観察する。  

まず、個人の属性である「性別」や「年齢」によって、孤食の頻度には差が

出るのかどうか観察しよう。男女年層別にみると、図 - 1 1 と図 - 1 2 に示したよ

うに、女性 7 0 歳以上では「毎日」全食孤食という人が 2 1 %で、それ以外の

層と比べて多い。同じ 7 0 歳以上でも男性については「週に 1 日以上」孤食が

2 7 %にとどまり、男女で孤食の頻度に差が出ている。これは男性 7 0 歳以上で

夫婦二人暮らしが半数超えなのに対し、女性 7 0 歳以上では 3 割にとどまるこ

と、そして一人暮らしも多いことが背景として挙げられる 9 ) )。  

 

図 - 1 1 1 日全食孤食の頻度 (男性 )  図 - 1 2 1 日全食孤食の頻度 (女性 )  

                                                   
9 )  村田、政木、前掲  「家族と食の関係は変わるのか :食生活に関する世論調査から②」

4 頁。  

66% 11% 8% 6% 9%

ほとんどない 週に1~2日くらい 週に3~4日くらい

週に5~6日くらい 毎日
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出所 :村田、政木、前掲「家族と食の関係は変わるのか :食生活に関する世論

調査から②」  より筆者作成。  

 

個人の属性だけではなく、一人で住んでいるのか、または誰かと住んでいる

のか、つまり家族形態によって、生活リズムは大きく異なるだろう。そこで、

次は家族形態別に孤食の頻度をみていこう。図 - 1 3 に示したように、孤食の頻

度を家族形態別に見ると、「毎日」全食孤食は、家族と住んでいる人では 4 %

のみであるのに対し、一人暮らしでは 5 4 %と半数を超える。このことから、

家族形態は、孤食の頻度に大きく影響を与え、さらに一人暮らしの人のうち 2

人に 1 人以上が「毎日」全食孤食していることがわかる 1 0 )。  

図 - 1 3 1 日全食孤食の頻度 (家族形態別 )  

 

                                                   
1 0 )  村田、政木、前掲  「家族と食の関係は変わるのか :食生活に関する世論調査から②」

4 頁。  

5
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54

4

一人暮らし(254人)

家族と同居(2,190人)

ほとんどない 週に1~2日くらい 週に3~4日くらい 週に5~6日くらい 毎日

74

66

49

61

59

62

4

11

19

14

17

15

6

10

11

11
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0
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0

0
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毎日 無回答
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7
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9
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5

8

8

5

6
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8
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5

4

7
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11

5

1

4

4

0

0

0

0

0

0
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出所 :村田、政木、前掲「家族と食の関係は変わるのか :食生活に関する世論

調査から②」  より筆者作成。  

 

ここで、孤食の頻度に大きく影響を与える「家族形態」がどのように推移し

てきたのかを観察する。日本の世帯数の統計から、単独世帯及び夫婦のみの世

帯は増加しており、逆に三世代世帯は確実に減少している 1 1 )ことが分かる。

今後、単独世帯の割合は高齢化や未婚者の増加に伴い更に増え、 2 0 3 5 年には

4 割近くになるという試算もある 1 2 )。上述したように、孤食は一人暮らしで

多いことから、単独世帯が一層増えれば、孤食も増え、日本の標準的な食事形

態の一つとなることが予想される。  

ここまで、現代日本社会における孤食の頻度を基本として、孤食の現状を分

析した。その上で家族構成の変化、とりわけ単身世帯の増加が、孤食の増加に

大きな影響を及ぼすということを論証してきた。このことと、第 1 章の第 3

節において述べているカップ麺と孤食の関連性を踏まえて考えると、カップ麺

の消費量の増加は、日本社会における単身世帯の増加に起因する孤食の増加を

体現していると考えられる。  

次に、孤食と対照的な共食について論じたいが、この際注意すべきは、孤食

と共食の際の心理的な状況についてである。たとえば、 J A 全農が 2 0 0 5 年に

行った「子どもと食べ物アンケート調査」では、家族一緒に食事をとる、つま

り共食する子供は「食事を楽しみにしている」と答える割合が高いのに対し、

1 人で食事をとる、つまり孤食をする子どもは「楽しみにしていない」と答え

                                                   
1 1 ) 厚生労働省大臣官房統計情報部人口動態・保健社会統計課世帯統計室  

「平成 2 6  年  国民生活基礎調査の概況」 2 0 1 7 年

h t t p : / / w w w . m h l w . g o . j p / t o u k e i / s a i k i n / h w / k - t y o s a / k - t y o s a 1 4 / d l / 1 6 . p d f（最

終確認日 2 0 1 7 年 9 月 2 1 日）  

 
1 2 )  「日本の世帯数の将来推計（都道府県別推）－帯主の男女・年齢 5 歳階級別・家族

類型別世帯数－」国立社会保障・人口問題研究所、 2 0 1 4 年  

h t t p : / / w w w . i p s s . g o . j p / p p - p j s e t a i / j / h p j p 2 0 1 4 / s e t a i / s h o s a i . a s p   （最終確認日

2 0 1 7 年 9 月 2 1 日）  

http://www.ipss.go.jp/pp-pjsetai/j/hpjp2014/setai/shosai.asp
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る割合が高いという結果が出たのである 1 3 )。単身世帯の増加とともに、孤食

は増加しているにもかかわらず、子供たちは、孤食を「楽しみにしていない」

というネガティヴな認識を持っているのである。このことは、日本家庭の食生

活において望ましい状況ではないと考える。孤食ではなく、共食が増加するこ

とこそ、社会にとって望ましいことなのではないだろうか。そこで、次の第 2

節からは、その共食の心理的側面に焦点を当てながらその特徴について論じて

いきたい。  

 

第 2 節 共食の特徴  

前節の末で述べているように、孤食が人間の心理面でネガティヴな側面があ

るのは、人間にとって共食がポジティヴに受け取られるという側面の裏返しと

想定することができよう。それは、どのような裏付けがあるのか。今本節では、

共食時の、人間の心性に与える影響について理解するために、まず、共食の特

徴について、石川健次郎（ 2 0 0 4） 1 4 ) )が「ランドマークの商品史」において

述べている理論を用いて見ていく。石川 ( 2 0 0 4 ) 1 5 )は、共食の特徴として 3 つ

の特徴を挙げている。第１の特徴として、共食は、人間の社会的関係を強める

効果が挙げられる 1 6 )。共食をする集団のほうが、集団としての成績が高い例

1 7 )や、恋人が、自分と異なる異性と共食する方が、電話をするよりも嫉妬を抱き

やすい例 1 8 )がある。  

                                                   
1 3 )   「農業協同組合新聞ニュース」一般社団法人農協協会、 2 0 0 0 年

h t t p : / / w w w . j a c o m . o r . j p / a r c h i v e 0 1 / d o c u m e n t / n e w s 0 0 / 0 0 0 8 1 0 0 1 . h t m l  
1 4 )  石川健二郎『ランドマーク商品の研究－商品史からのメッセージ－』同文館出版、

2 0 0 4 年、 2 4 - 3 2 頁。  
1 5 )   石川、前掲『ランドマーク商品の研究－商品史からのメッセージ－』 2 4 - 3 2 頁。  
1 6 )  M e i e r ,  B . P . ,  M o e l l e r ,  S . K . ,  R i e m e r - P e l t z ,  M . ,  &  R o b i n s o n ,  M .  

D . , S w e e t  t a s t e  p r e f e r e n c e s  a n d  e x p e r i e n c e s  p r e d i c t  p r o s o c i a l  i n f l u e n c e s ,  
p e r s o n a l i t i e s ,  a n d  b e h a v i o r s . ( J o u r n a l  o f  P e r s o n a l i t y  a n d  S o c i a l  
P s y c h o l o g y ,  2 0 1 2 )  1 0 2 , p p . 1 6 3 - 1 7 4 .  

1 7 )  K n i f f i n ,  K .  M . ,  &  W a n s i n k ,  B . , I t ’ s  n o t  j u s t  l u n c h :  e x t r a - p a i r  

c o m m e n s a l i t y  c a n  t r i g g e r  s e x u a l  j e a l o u s y . ( P L o S  O n e ,  2 0 1 2  ) 7 , p p . 4 4 0 - 4 4 5 .  

1 8 )  K n i f f i n ,  K .  M . ,  &  W a n s i n k ,  B . ,  D e v i n e ,  C .  M . ,  &  S o b a l ,  J . , E a t i n g  
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 第 2 の特徴として、人間は、孤食をするときよりも、共食をするほうがた

くさん食べる 1 9 )という傾向がある。孤食する場合、ただテレビや携帯の画面

を見つめながら淡々と箸を進める、というような状況が多いのではないだろう

か。一方で、共食は一緒に食事をしている人と和気あいあいと話をしながら食

べることが多く、食事の時間は長時間にわたることが多い。このことも、共食

の方が、食事量が多くなる一因である。  

第 3 の特徴として、共食は孤食と比べておいしさが高く評定される。特に、

家族や友人との共食では、気分の上昇が顕著であった 2 0 ) 2 1 )。  

このように共食は、人間同士の社会的関係を強め、食べる量が増加する原因

となり、おいしさの向上にも寄与する。以上のことから考察すると、やはり共

食は人間の心性に対してポジティヴな印象をあたえるものであると考えられる。

それでは、食事におけるポジティヴな気持ち、つまり「幸せな感情」とは、一

体何であろうか。我々は、本章第 1 節で触れた J A 全農の調査 2 2 )にもあるよ

うに、食事をする時の「楽しさ」に着目した。次節では、共食が食事の「楽し

さ」にどう影響を与えるのかを論じたい。  

 

第 3 節 共食と楽しさ  

共食が食事の「楽しさ」に与える影響を論じるために、楽しさに関して、孤

                                                                                                                                                     

t o g e t h e r  a t  t h e  f i r e h o u s e :  h o w  w o r k p l a c e  c o m m e n s a l i t y  r e l a t e s  t o  t h e  

p e r f o r m a n c e  o f  f i r e f i g h t e r s . ( H u m a n  P e r f o r m a n c e ,  2 0 1 5 )  2 8 , p p . 2 8 1 - 3 0 6 .  

1 9 )  H e r m a n ,  C .  P . , T h e  s o c i a l  f a c i l i t a t i o n  o f  e a t i n g .  A  r e v i e w .（A p p e t i t e ,  

2 0 1 5） 8 6 ,  p p . 6 1 - 7 3 .  

2 0 )  松井千笑・阪井信之『社会的文脈が味覚評定に及ぼす影響についての探索的研究』

日本味と匂学、 2 0 1 0 年、 1 7 号、 2 9 3 - 2 9 6 頁。  

2 1 )  B e l l i s l e ,  F . ,  &  D a l i x ,  A .  M . , C o g n i t i v e  r e s t r a i n t  c a n  b e  o f f s e t  b y  

d i s t r a c t i o n ,  l e a d i n g  t o  i n c r e a s e d  m e a l  i n t a k e  i n  w o m e n . ( A m e r i c a n  

J o u r n a l  o f  C l i n i c a l  N u t r i t i o n ,  2 0 0 1 )  7 4 ,  p p . 1 9 7 - 2 0 0 .  

2 2 )  J A 全農が 2 0 0 5 年に行った「子どもと食べ物アンケート調査」のこと。  
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食と共食を対比させて考える。まず、単独世帯の人々にとっては、孤食は避け

られないものである。また一方で、単独世帯の人々にも、誰かと同居している

人々にも言えることではあるが、孤食をする時間というのは、社会と自分を切

り離し、個々人が自分のためだけに時間を使うことができるという意味では、

大変有意義な時間であり、必要不可欠であるとも言える。しかしながら、我々

は、孤食は前述のような長所はあるものの、「食事の楽しさ」という観点では、

共食に大きく劣っていると考える。この共食の「楽しさ」に対しての人々の感

覚を調査するために、アンケート調査を実施した。以下はその結果である。  

このアンケート調査は、第 1 章第 3 節で行った調査と同時に行ったもので

ある。「一人で食べるのと、誰かと食べるのでは、どちらが ”好き ”か」という

質問（以下「どちらが好きか」の質問と表記）と、「一人で食べるのと、誰か

と食べるのでは、どちらが ”楽しい ”か」（以下「どちらが楽しいか」の質問と

表記）という 2 つの質問を展開し、以下の回答を得た。  

どちらの質問に対しても、「誰かと食べる」と回答した人の割合のほうが高

かったが、注目すべきなのは、「どちらが楽しいか」と質問した場合、「誰か

と食べる」ほうが楽しいと答えた人が 9 1 . 1 %にも上ったことである。すなわ

ち、一人で食べること、つまり孤食が「好き」な人は多いが、どちらが「楽し

い」食事かと質問されると、圧倒的に「共食」のほうが楽しい食事だと、現代

日本人は自覚していると言える。  
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図 - 1 5 孤食と共食どちらが好きか 図 - 1 6  孤食と共食どちらが楽しいか  

 

出所 :独自のアンケート調査によるオリジナル資料。  

 

堀尾強・喜多一貫（ 2 0 1 7）によると、「大勢で食事することを楽しいと思

っている人が多いが、たまには一人で食事することも落ち着いて安心した状態

でき 2 3 )」るとしている。「誰かと食べるほうが楽しいのはわかっているが、

一人で食べるのも好き」という現代日本人の意見を代弁しているような、第 3

節のアンケート結果は、まさにこの堀尾・喜多（ 2 0 1 7）の述べていることに

相違ない。これを即席麺市場に言い換えるとすれば、「袋麺をみんなで食べた

ほうが楽しいのはわかっているが、一人でカップ麺を食べるのも好き」という

ことである。この一言は、袋麺を食べたほうが楽しいのはわかっているが、な

かなかそうできない社会の現状を体現していると考える。カップ麺が右肩上が

りに売り上げを伸ばし、袋麺が右肩下がりに売り上げを落としている社会の現

状は、一人で食べるのが好きだからそうしているのではなく、一人で食べざる

を得ない人々が増え続けているからこそ、売り上げを伸ばし続けているのであ

る。  カップ麺と袋麺の売り上げは、そのような意味で社会への皮肉を持って

推移しているように感じる。 

                                                   

2 3 )  堀尾強、喜多一貫「大学生の孤食と孤独感の関係」『研究紀要』、 2 0 1 7 年、 1 8 号、

4 7 - 5 5 頁。  
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第 4 節 食卓と社会  

ここまで論じてきたように、共食をすることで、食事における「おいしさ」

や「楽しさ」を得ることができ、食事に対するポジティヴな気持ち、すなわち

「幸せな気持ち」を感じることができる。  

 

図 - 1 7 おいしさと幸福度  

 

石川健二郎『ランドマーク商品の研究－商品史からのメッセージ』  

同文館出版、2 0 0 4 年、2 4 - 3 2 頁より筆者作成  

 

 

しかしここで着目してほしいのは、我々は、これまでの社会の変化を一瞬で

元に戻そうというような、大それた提唱をしたいわけではないということであ

る。人生の過程において、様々な理由で一人暮らしをしている人や、家族と暮

らしていても、お互いの仕事の関係や学業の関係で、どうしても共食する時間

が取れない家庭も存在する。そのような中でも、週末くらいは袋麺を家族の分

や友達の分も一緒に作って、一緒に食卓を囲むための空き時間を意識的に作り

出してみてはどうだろうか。今はまだ、社会の経済状況を逆転させるまでのパ

ワーはないとしても、そのように誰かと一緒に食事をする、食卓を囲む時間を

作ろうとするあたたかで小さな努力を積み重ねていけば、いつの日か、笑顔あ

ふれる日本の食卓を即席麺市場が体現し、袋麺がカップ麺を追い上げる未来を

見ることができるであろう。  
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第 3 章 総括  

第 2 章で述べたように、単独世帯の割合は高齢化や未婚者の増加に伴い、

2 0 1 6 年時点で全世帯の約 3 割を占め、さらには 2 0 3 5 年には 4 割近くになる

という試算もある。また単身世帯の増加だけでなく、現代のライフスタイルの

変化によって、共食すなわち家族などと共に食事をする機会が従来に比べて極

めて少なくなってきている一方で、弧食をする機会は増加傾向にある。孤食は

社会と自分を切り離し、自分のためだけに時間を使うことができるという意味

で、大変有意義な時間であるという一面もあり、現代社会で生きるうえで必要

な食事の在り方といえる。このような社会的背景のなかで、カップ麺は簡便性

という点で忙しい現代人にうってつけの食品であり、売り上げが伸びるのも必

然である。単独世帯が今後も増加していくとなれば、カップ麺の存在が日本家

庭の食生活により浸透していく可能性も十分に考えられ、今後は標準的な食事

形態の一つとして、日本人の食卓に定着すると予想できる。  

しかしながら、孤食には前述のような長所はあるものの、「食事の楽しさ」

という観点では共食よりも劣っている。第 2 章で述べたように、袋麺は共食

との関連性が強いと考えられ、食を通しての幸福という観点では孤食よりも共

食、カップ麺よりも袋麺を食べる機会のほうが優れているということができる。  

すべての人が共食の機会を増やすというのは現代社会のなかでは非常に厳し

い。しかし、食事の幸福度や食事の楽しさに焦点を当てると、たとえば家族や

恋人、友人と同居している人がカップ麺ではなく袋麺を選択し、誰かと一緒に

食べるという行為を自発的に選択することが必要ではないだろうかと我々は考

える。もちろんカップ麺も非常に優れた食品であるが、選択肢をカップ麺に限

定するのではなく、3 回に 1 回、2 回に 1 回は袋麺を食べることで食事の楽し

みのみならず、現代日本人の食生活および心身の健康の向上に、わずかなりと

も寄与すると我々は提言する。  
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